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柏の葉キャンパス
千葉県柏市

02 アーバン・ファニチュア
滞留を促すアクアテラスのデッキ

29 エリアマネジメント
柏の葉アーバンデザインセンター
（図4）

25 サードプレイス
さまざまな人の交流・共創を促
すインキュベーションオフィス

34 運動の仲間づくり
ランナーズステーション＆カフェ

07 パーミアビリティ
街区内の歩行者専用道路
（図2）

14 公園・オープンスペー 
スへのアクセス

調整池の親水空間化（図1）

23 身近な緑の保全・創出
街路に緑陰を提供する街路樹
（図3）
01 リンクとプレイス
滞留を促すベンチや緑陰（図3）

14 公園・オープンスペー
スへのアクセス

オープンスペースの利活用
（図6）

04 行動をサポートする
     案内サイン
歩いて楽しいサイン（図5）

　千葉県柏市北部に位置する柏の葉キャンパス地域では、
2005年のつくばエクスプレス整備にあわせて⼟地区画整理事
業が一体的に実施されてきた。2006年に柏の葉アーバンデザ
インセンター（UDCK）が設立され、柏市、千葉県、三井不動
産、東京大学、千葉大学などが連携し、2008年に策定された「国
際キャンパスタウン構想」に基づいた公民学連携のまちづくりが
推進されている。
　柏の葉キャンパス地域では〈「世界の未来像」をつくる街〉と
いうコンセプトのもと、世界が直面する課題を解決するための
先進的な取り組みが実施されている。健康面では、まちの健康

研究所「あ・し・た」による健康に関する情報提供や国際キャン
パスタウン構想委員会に設置された健康まちづくり部会による
健康的なまちづくりを促す取り組みが挙げられる。キャンパスタ
ウン構想に定められた「健康で快適な暮らしを支える生活空間、
歩行環境を充実させる」という方針の実行のため、この部会にお
いて策定された柏の葉ウォーカブルデザインガイドラインは、歩
きたくなるまちづくりの促進に寄与している。歩きたくなるまちと
してのハード面の特徴は、歩行空間の確保や舗装の高質化、敷
地内通路の確保、歩いて楽しい路面サインの設置、オープンスペー
スの高質化が挙げられる。駅前広場と広場に連続するメインス
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図6�オープンスペースの利活用

図2�街区内の歩行者専用道路

図5�歩いて楽しいサイン

図1�親水空間化された調整池（アクアテラス）

図4�UDCK（柏の葉アーバンデザインセンター）

トリートには十分な量の樹木を配置するとともに民地側にオー
プンスペースを確保し、くつろぎスペース（ウッドデッキとベンチ
などのアーバンファニチュア）を確保することで、歩行のしやすさ
や快適な歩行空間の創出に寄与している。大きな街区には敷地
内通路を設け、通り抜けできるようにすることで、歩行ルートの
選択性を高める工夫がなされている。高架脇の歩行者専用道路

には楽しく歩ける工夫が施された路面サインが設置され、単調
でネガティブな空間になりやすい高架脇空間に変化を与えてい
る。また、フェンスに囲まれ立ち入られなかった調整池を親水化
することにより生まれた柏の葉アクアテラスは、市民の憩いの場
を提供し歩きたくなるまちの推進に寄与している。




